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世
代
に
残
し
た
い
自
然

守
る
活
動
が
生
き
が
い
に
！

稲
荷
緑
地
の
会

　
稲
荷
緑
地
は
羽
村
第
一
中
学
校
か
ら
羽
村
東
小
学
校
ま
で
の
斜
面
で
、
青
梅
か

ら
調
布
に
連
な
る
多
摩
川
河
岸
段
丘
の
一
部
。
貴
重
な
緑
と
し
て
市
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
手
で
整
備
・
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通

じ
て
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る

方
が
大
勢
い
ま
す
。
議
会
と
し
て
、

そ
の
よ
う
な
方
々
の
活
動
を
知
り
、

ま
た
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
ご
紹
介
し

な
が
ら
、
議
会
の
役
割
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
経
済

委
員
会
が
担
当
し
ま
し
た
。

　

10
年
ほ
ど
前
、

国
際
電
気
の
地

元
貢
献
と
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加
し
て
以
来
、

退
職
後
も
続
け
て
い
ま
す
。
技
術
屋
だ

っ
た
の
で
伐
採
な
ど
初
め
て
の
体
験
。

慣
れ
た
今
は
瑞
穂
町
の
自
宅
周
辺
の
美

化
に
役
立
て
て
い
る
。
作
業
翌
日
は
体

中
痛
み
ま
す
が
、
緑
地
へ
の
愛
着
は
強

い
の
で
続
け
て
い
ま
す
。

　

都
の
鳥
獣
保

護
管
理
委
員
も

務
め
て
お
り
、

「
は
む
ら
の
野

鳥
ガ
イ
ド
」
図

鑑
制
作
に
参
加
し
ま
し
た
。
稲
荷
緑
地

崖
線
の
緑
地
は
、
貴
重
な
景
観

　

稲
荷
緑
地
は
、

多
摩
川
沿
い
に

残
る
崖
線
の
宅

地
開
発
を
防
ぎ
、

緑
地
保
全
の
目

的
で
東
京
都
が
取
得
し
て
い
ま
す
。
羽

村
市
が
許
可
を
得
て
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
手
で
樹
木
の
伐
採
や
、
下
草
刈
り

な
ど
を
始
め
た
も
の
で
「
稲
荷
緑
地
の

会
」
が
発
足
し
て
12
年
に
な
り
ま
す
。

以
前
は
昼
で
も
薄
暗
く
、
ご
み
捨
て
場

の
よ
う
で
し
た
。

　

古
代
か
ら
の

多
摩
川
が
、
水

木
公
園
の
五
ノ

神
崖
線
、
市
役

所
付
近
の
小
作

崖
線
、
こ
の
羽
村
崖
線
と
削
り
取
っ
て

き
た
。
環
境
関
係
の
審
議
会
に
も
関
わ

り
、
自
然
に
触
れ
ら
れ
る
貴
重
な
景
観

を
守
り
た
く
て
、
整
備
を
し
て
い
ま
す
。

　

市
の
事
業
に

関
心
を
持
ち
、

「
環
境
ま
ち
づ

く
り
の
会
・
自

然
部
会
」
で
こ
の
活
動
に
参
加
し
ま
し

た
。
住
ま
い
近
く
の
「
水
木
公
園
」
の

整
備
を
考
え
る
う
え
で
も
役
立
っ
て
い

ま
す
。

　
普
段
は
甘
い
も
の
な
ど
、
差
し
入
れ

担
当
で
す
。

　

羽
村
に
住
ん

で
40
年
。
鹿
児

島
の
自
然
育
ち

な
の
で
、
崖
線

の
緑
を
守
り
た

い
。
か
つ
て
の
水
場
「
弁
天
の
泉
」
が

残
る
が
、
枯
れ
て
い
て
、
稲
荷
緑
地
の

乾
燥
が
心
配
で
す
。

　
浸
透
ま
す
の
補
助
金
な
ど
も
っ
と
Ｐ

Ｒ
す
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

【表紙の写真】
稲荷緑地の会の皆さんと
ボランティアの方々

（令和元年９月 13 日撮影）

杉
本　
晋
吾
さ
ん
（
71
）

大
崎　
玄
さ
ん
（
76
）

小
嶋　
は
る
か
さ
ん
（
73
）

住
吉　
貞
文
さ
ん
（
77
）

吉
澤　
則
明
さ
ん
・
会
長
（
76
）

卯
西　
邦
雄
さ
ん
（
78
）

次
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に
は
市
の
鳥
で
あ
る
ア
オ
バ
ズ
ク
を
は

じ
め
、
45
種
の
野
鳥
が
確
認
で
き
ま
し

た
。
巣
箱
も
10
か
所
に
設
置
し
、
ア
ラ

イ
グ
マ
や
ハ
ク
ビ
シ
ン
の
動
態
調
査
で

東
京
都
が
無
人
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
し
た
。

目
に
見
え
る
成
果
が
楽
し
い

吉
澤　
毎
月
第
２
金
・
土
曜
日
、
午
前

９
時
か
ら
正
午
の
作
業
。
会
員
は
14
人
。

春
は
植
樹
、
夏
は
下
草
刈
り
、
秋
は
落

ち
葉
の
清
掃
な
ど
四
季
の
変
化
を
実
感

で
き
ま
す
。

住
吉　
こ
の
会
に
プ
ロ
は
い
な
く
て
、

見
よ
う
見
ま
ね
。
太
さ
20
㎝
く
ら
い
の

木
な
ら
切
り
倒
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
付
近
は
縄
文
遺
跡
が
あ
り
、
土
器

の
か
け
ら
を
見
つ
け
る
こ
と
も
あ
る
。

卯
西　
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、

崖
線
の
保
全
を
展
示
。
育
て
た
シ
ロ
ヤ

マ
ブ
キ
の
苗
を
配
っ
て
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し

ま
し
た
。
野
鳥
に
も
興
味
を
持
っ
て
い

た
だ
け
た
。

自
然
か
ら
学
べ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

若
者
参
加
に
期
待

大
崎　
課
題
は
、
市
全
体
の
緑
の
面
積

が
宅
地
開
発
な
ど
で
年
々
減
少
し
て
い

る
こ
と
。
稲
荷
緑
地
に
「
春
秋
の
七
草

エ
リ
ア
が
あ
れ
ば
女
性
の
参
加
も
増
え

る
」
と
市
民
提
案
型
事
業
で
応
募
し
ま

し
た
が
「
土
の
掘
り
返
し
、
工
作
物
は

禁
止
」
と
採
択
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

も
っ
と
自
由
に
で
き
な
い
も
の
か
な
。

杉
本　
年
間
15
万
円
の
東
京
都
の
交
付

インタビューを終えて
風が爽やかに吹き抜け、遊歩道も
整備された稲荷緑地。以前は樹木・
雑草が生い茂り昼でも薄暗く、ご
み捨て場にもなっていた。整備活
動から 12 年。スタート時の仲間
たちが次世代に引き継ぐべく、新
たなボランティアに期待している。

*　*　*　*　*　*
お忙しいところご協力いただき、
ありがとうございました。

金
で
作
業
道
具
な
ど
を
揃
え
る
が
、
一

点
５
万
円
以
上
の
品
に
は
使
え
な
い
。

会
員
の
減
少
と
高
齢
化
が
課
題
で
す
。

吉
澤　
一
方
で
、
市
の
担
当
課
若
手
職

員
の
作
業
参
加
、
日
野
自
動
車
さ
ん
か

ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
も
あ
り
、
う

れ
し
い
。
も
っ
と
地
域
住
民
の
参
加
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
自
然
の
中
で
の
適

度
な
活
動
は
健
康
に
も
役
立
ち
、
目
に

見
え
る
地
域
貢
献
と
し
て
や
り
が
い
を

感
じ
て
い
ま
す
。

小
嶋　
春
の
連
休
の
こ
ろ
は
シ
モ
ツ
ケ
、

ヤ
マ
ブ
キ
、
ウ
ツ
ギ
な
ど
が
咲
き
乱
れ
、

秋
の
紅
葉
も
見
事
。
駅
ま
で
の
近
道
な

の
で
、
三
角
階
段
を
歩
く
人
に
喜
ば
れ
、

近
く
の
保
育
園
児
も
キ
ャ
ッ
キ
ャ
と
遊

歩
道
を
散
歩
し
て
い
ま
す
。
次
世
代
に

残
し
た
い
自
然
で
す
ね
。

稲荷緑地の会

目　的　稲荷緑地の整備・保存
活　動　‌�剪定・下草刈り・植樹・
　　　　‌�木道設置・動植物の調査、

研修など
発　足　2007年（平成19年）
会　員　‌�14人（年間活動15回・参加

人数延べ107人）
予　算　�東京都「緑の募金公募事業」  

交付金（15万円以内）
連絡先　042－555－6658　吉澤

▲�多摩川崖線は自然の地形を残し、動植物に触れられる、
貴重な緑地

▲羽村駅に向かう生活道路として利用されている

▲間伐材を利用して
　遊歩道も整備

保育園児も楽しそうに歩く▶

▲�環境フェスティバルで活動を展
示、苗を配って PR
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平成30年度決算審査
　9月17日〜19日の３日間にわたり、平成30年度一般会計等
決算審査特別委員会を開催しました。（水野義裕委員長、濱
中俊男副委員長）
　市長から提出された前年度の一般会計、５つの特別会計、
水道事業会計の決算の認定に係る議案について、予算の執行
が適正かつ効果的・効率的に行われたかなどを審査しました。
　その結果、すべての会計の決算を認定すべきと決定しまし
た。最終日の本会議で審査結果を報告し、７つの会計すべて
を原案のとおり認定しました。特別委員会での審査の概要を
お知らせします。

一般会計歳入

市税　45.5%
105億2385万円

国庫支出金
15.4%
35億5295万円

都支出金
14.8%　
34億2394万円

繰入金・繰越金・
諸収入など
10.0%　23億2354万円

地方譲与税などの交付金
7.0%　16億1040万円

市債 3.5%
8億750万円

使用料及び手数料
1.7%　4億643万円

地方交付税　1.2%
2億 6923万円 保育料などの負担金

0.9%　2億1331万円

一般会計歳入合計
231億3115万円

■平成 30 年度会計別決算状況 （単位：万円）

区　分 予算現額 歳入決算額
（実際の収入）

収入率
（予算現額
に対する歳
入の割合）

歳出決算額
（実際の支出）

執行率
（予算現額に対す
る歳出の割合）

歳入歳出
差引額

一般会計 2,317,631 2,313,115 99.8％ 2,264,173 97.7％ 48,942

特
別
会
計

国民健康保険事業 631,574 631,426 100.0％ 615,697 97.5％ 15,729
後期高齢者医療 124,436 124,789 100.3％ 121,966 98.0％ 2,823
介護保険事業 369,250 360,516 97.6％ 352,817 95.5％ 7,699
羽村駅西口土地区画整理事業 125,581 121,526 96.8％ 113,404 90.3％ 8,122
下水道事業 124,035 124,140 100.1％ 120,463 97.1％ 3,677

水
道
事
業
会
計

収益的収入 113,343 112,730 99.5％   収益的収支
29,457収益的支出 85,173   83,273 97.8％

資本的収入 12,734 12,671 99.5％   資本的収支
△ 59,237資本的支出 72,639   71,908 99.0％

※水道事業会計については、資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、損益勘定留保資金などで補てんしました。

　一般会計の歳入総額は、前年度
に比べて2億9225万円（1.2%）
の減額となりました。
　主な財源である市税は、105億
2385万円で、個人所得の増加や大
手企業の好調な業績により、前年
度と比べ２億7142万円の増額。歳
入全体に占める市税の割合は45.5
％で、前年度より1.7ポイント増加
しました。

■�平成30年度一般会計歳入の概要
　前年度比は1.2％の減
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平成30年度一般会計等決算審査特別委員会

依然として厳しい財政状況
行財政改革を着実に進め、安定的な財政運営を

一般会計歳出

民生費　47.5%
107億4698万円

総務費
11.8%
26億8165万円

土木費
11.2%
25億4183万円

教育費
10.2%
23億494万円

衛生費
8.7%
19億7450万円

公債費　4.4%
9億8792万円

消防費
3.4%　7億7470万円

一般会計歳出合計
 226億4173万円

その他
（議会費、労働費、農林費、
商工費、諸支出金）
2.8%　6億2921万円

認
定

平成30年度決算を

【子ども・生涯学習関係】
　●�保育従事職員宿舎借り上げ
支援事業補助金交付事業の
実施

　●�中学校が「新たな3学期制」
へ移行

【福祉・健康関係】
　●�市内3か所全ての地域包括
支援センターを委託化

　●��「福祉作業所スマイル工房」
の施設整備の支援

【市民生活】
　●��被災者生活再建支援システ
ムの導入

【公共施設整備】
　●�富士見小学校のトイレ洋式
化工事

　●�羽村第一中学校防音機能復
旧（機器取替）工事の実施

【東京2020大会】
　●�キルギス共和国男子柔道ナ
ショナルチームの事前キャ
ンプを受け入れ

【市史編さん】
　●�「近世編」と「自然編」の刊行
【地方公会計】
　●�連結財務書類や施設別の財
務書類の作成

【産業振興】
　●��企業誘致奨励金制度の充実
　●��台風24号により被災した農
業用施設等の再建を支援

【環境・都市整備関係】
　●�動物公園のエントランス前
にシンボル看板を設置

【道路整備】
　●��羽村駅自由通路拡幅工事の
完了、東口階段改修工事に
着手

【行財政運営】
　●�行政のスリム化に向けた全
事務事業の点検・見直し

■平成30年度の主な施策

　一般会計の歳出総額は、衛生費や
羽村第一中学校防音機能復旧工事費
などの教育費が増加した一方、総務
費や民生費、土木費などが減少した
ことにより、前年度に比べて2億
4772万円（1.1％）の減額となり
ました。

■�平成30年度一般会計歳出の概要
　前年度比は1.1％の減
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質
疑

■
一
般
会
計
歳
入

市
民
税
法
人
分
が
平
成
29
年
度
よ

り
２
億
９
７
５
３
万
１
６
０
０
円
増
加

し
た
要
因
は
。

市
内
の
大
手
企
業
の
業
績
が
堅
調

に
推
移
し
、
中
小
企
業
に
お
い
て
も
好

調
な
業
績
で
あ
っ
た
た
め
。

平
成
30
年
度
の
経
常
収
支
比
率
は

１
０
０
・
７
％
。
今
後
の
予
想
と
目
標

数
値
は
。

令
和
元
年
度
の
当
初
予
算
で
算
出

す
る
と
１
０
４
・
０
％
。
安
定
的
に

１
０
０
％
を
き
る
こ
と
を
目
指
す
。

土
日
開
庁
の
収
納
額
は
、
施
策
の

開
始
当
時
よ
り
半
減
し
、
取
り
扱
い
件

数
も
年
々
減
少
し
て
い
る
。
土
日
ど
ち

ら
か
１
日
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

土
日
に
窓
口
が
開
庁
し
て
い
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
直
接
相
談
で
き
る
こ
と

の
大
切
さ
も
あ
る
。
事
務
事
業
の
総
点

検
・
見
直
し
の
中
で
今
後
、
土
日
の
窓

口
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

市
町
村
土
木
費
補
助
金
の
約
１ 

億
２
７
５
０
万
円
は
ど
の
よ
う
な
事
業

に
充
て
る
た
め
に
獲
得
で
き
た
補
助
金
か
。

街
路
灯
を
新
設
す
る
際
の
設
置
費
、

道
路
の
補
修
工
事
や
舗
装
の
構
造
等
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
Ｆ
Ｗ
Ｄ
調
査
委
託
、
羽

村
駅
自
由
通
路
の
改
修
に
伴
う
補
助
金

で
あ
る
。

新しくなった動物公園のエントランス

拡幅された羽村駅自由通路

LED 化した街路灯

委員の意見（一般会計）

安定的な財政運営の
早期確保を望む

　歳入は、好況な大手輸出企
業の牽引で市民税が2億7千 
万円の増加となった。
　歳出は、しらうめ保育園の
施設整備、羽村第一中学校の
防音機能復旧工事、認定農業
者制度の推進、羽村駅自由通
路の拡幅整備事業、動物公園
のリニューアル工事等が行わ
れ、市民福祉の向上が認めら
れる。安定的な財政運営を早
期に確保することを望み、賛
成する。

＜令和かがやき＞

今こそ、区画整理
事業を見直すべき

　学校と家庭の連携推進事業
の拡充、福祉作業所スマイル
工房の施設整備支援、街路灯
のＬＥＤ化など評価できる施
策の前進がある一方で、多く
の市民が反対する羽村駅西口
区画整理事業への支出がされ
ている。
　財政の厳しい状況が続く
中、今こそ羽村駅西口土地区
画整理事業のあり方を根本か
ら見直すべきである。

＜日本共産党＞

区画整理事業の予算、
期間、手法に無理がある

　富士見小学校のトイレ改修
やスマイル工房の施設整備な
ど、評価できる施策もある。
　しかし、羽村駅西口土地区
画整理事業に6億5347万5千
円が支出され、関係住民の合
意もなく、事業の予算、期
間、手法に無理があり、認定
できない。行財政改革の視点
から、土日開庁もどちらか１
日に集約すべきである。
� ＜市民ネットワーク＞

反対反対 賛成
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■
一
般
会
計
歳
出

こ
ど
も乳

幼
児
全
戸
訪
問
は
、
訪
問
率
が

５
％
下
が
っ
た
が
、
訪
問
で
き
な
か
っ

た
家
庭
へ
の
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
は
ど

の
よ
う
に
図
っ
た
か
。

健
診
時
に
確
認
し
、
健
診
に
来
な

い
場
合
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
に
よ
り

状
況
把
握
し
て
い
る
。

し
ら
う
め
保
育
園
の
園
舎
建
替
え

で
、市
と
し
て
力
を
入
れ
た
こ
と
は
。

耐
震
等
、安
全
・
安
心
な
環
境
を
整

備
し
、定
員
数
を
見
直
し
、経
費
の
削
減

に
努
め
た
。

福
　
祉骨

髄
ド
ナ
ー
支
援
事
業
助
成
金
の
、

ド
ナ
ー
と
事
業
所
へ
の
支
給
額
は
。

ド
ナ
ー
提
供
者
は
１
日
２
万
円
、事

業
所
は
１
日
１
万
円
を
、そ
れ
ぞ
れ
７
日

を
上
限
に
助
成
し
て
い
る
。

自
立
支
援
相
談
事
業
の
中
で
、ひ
き

こ
も
り
問
題
へ
と
つ
な
が
っ
た
ケ
ー
ス
は

あ
っ
た
か
。

他
の
相
談
を
受
け
て
い
る
中
で
ひ
き

こ
も
り
問
題
へ
の
対
応
が
必
要
に
な
っ
た

ケ
ー
ス
が
７
〜
８
件
あ
っ
た
。就
労
に
つ

な
が
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

消
費
生
活

消
費
生
活
相
談
の
件
数
が
大
幅
に

増
え
て
い
る
理
由
は
。

「
特
殊
詐
欺
」の
相
談
が
昨
年
夏
に

多
か
っ
た
た
め
。

リ
サ
イ
ク
ル
品
販
売
事
業
に
つ
い
て
、

日
常
的
に
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど
う
か
。

広
報
は
む
ら
９
月
１
日
号
で
Ｐ
Ｒ
し

た
。今
後
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
を
通

じ
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

福祉作業所スマイル工房

区画整理事業を最重要
施策とする市政の矛盾

　臨時財政対策債を除いた経
常収支比率は105.5％で全国
平均より高く、土地区画整理
事業を最重要施策とする市政
の矛盾である。
　人口増加を掲げた創生計画
の４年目でも人口が減少して
いる。子育て雑誌へ4千万円
かけて広告掲載したが効果は
不明。事業に対するＰＤＣＡ
サイクルの徹底を求める。

＜世論＞

財政の健全化に努め
市民福祉の向上を

　市税収入が大手企業の好調
な業績を背景に増加したもの
の、経常収支比率が３年連続
で100％を超え、依然厳しい
財政状況にある。その中で、
第五次長期総合計画の後期基
本計画に掲げた事業に積極的
に取り組んでいる。
　全事務事業の点検・見直し
をはじめとした行財政改革の
取組みを強力に実行し、財政
の健全化に努め、市民福祉の
向上に取り組んでいただきたい。
� ＜新政会＞

リサイクル品が並ぶリサイクルセンター

建替えられたしらうめ保育園

経常的収入の安定的
確保に取り組むべき

　厳しい財政運営で、臨時財
政対策債は5億5150万円と
大きな額を発行して執行し、
経常収支比率は、３年連続で
100％を超えている。
　行財政改革を着実に進め、
経常的収入の安定的確保に取
り組む必要がある。行政のス
リム化を進める中で、無駄を
省くのはもちろんであるが、
代替案もしっかり示し、市民
サービスへの影響は最小限に
留めることを望む。

＜公明党＞

反対賛成 賛成



ぎかいのトビラ（令和元 .11.1） 8

く
ら
し電

気
料
削
減
の
た
め
、
街
路
灯
を

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
切
り
替
え
を
進
め
て
き

た
が
、
平
成
30
年
度
の
効
果
額
は
。

平
成
29
年
度
か
ら
の
１
年
間
で

１
６
８
万
３
千
円
の
効
果
が
出
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
コ

ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書
等
の
交
付
件
数
と

一
通
あ
た
り
の
経
費
は
い
く
ら
か
。

交
付
件
数
は
８
８
３
件
で
、
１
通

あ
た
り
の
経
費
は
９
２
６
０
円
。

東
京
２
０
２
０
大
会
を
控
え
、
道

路
案
内
標
識
の
改
善
は
30
年
度
ど
う
進

ん
だ
か
。

全
箇
所
を
調
査
し
、
必
要
な
箇
所

を
抽
出
し
た
。
道
路
の
愛
称
名
板
は
、

シ
ー
ル
を
貼
る
変
更
作
業
を
行
っ
た
。

羽
村
市
自
転
車
等
に
関
す
る
施
策

検
討
委
員
会
で
は
ど
う
い
っ
た
こ
と
を

検
討
し
た
の
か
。

３
回
実
施
し
、
自
転
車
等
駐
車
場

の
有
料
化
に
向
け
て
諸
課
題
な
ど
の
検

討
を
し
て
い
る
。
な
る
べ
く
早
い
有
料

化
に
向
け
て
、
令
和
元
年
度
も
検
討
し

て
い
く
。

産
　
業ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携
事
業
で
、

「
出
張
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」
や
合
同
就
職

面
接
会
、
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
者
で
就
業

に
つ
な
が
っ
た
人
数
は
。

就
業
者
を
把
握
で
き
る
５
つ
の
事

業
で
、合
計
４
人
が
就
業
に
つ
な
が
っ
た
。

教
　
育図

書
館
分
室
の
そ
れ
ぞ
れ
の
経
費
は
。

加
美
分
室
約
１
９
８
万
円
、
富
士

見
平
分
室
約
２
１
９
万
円
、
川
崎
分
室

約
２
３
０
万
円
、
小
作
台
分
室
約
３
９ 

８
万
円
で
あ
る
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

基
本
方
針
で
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド

の
醸
成
を
掲
げ
て
い
た
が
、
強
い
意
志

を
持
っ
て
市
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
た

だ
け
る
方
を
確
保
で
き
た
か
。

市
民
記
者
や
は
む
ら
家
族
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
な
ど
の
事
業
を
展
開
し
、
関
わ

っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
増
や
す
こ
と
で

醸
成
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
地
域

ブ
ラ
ン
ド
調
査
の
２
０
１
８
年
度
の
羽

村
市
の
結
果
は
。

認
知
度
は
、
全
国
６
９
４
位
、
都

内
50
自
治
体
中
49
位
。
魅
力
度
は
全
国

９
６
４
位
、
都
内
50
位
。

教
職
員
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の

受
診
率
低
下
と
結
果
の
集
団
分
析
の
活

用
を
ど
う
考
え
る
か
。

各
学
校
か
ら
受
診
を
促
し
て
い
く
。

集
計
結
果
の
学
校
現
場
で
の
活
用
を
今

後
検
討
し
て
い
く
。

■
特
別
会
計
歳
入
・
歳
出

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
利
用
率
は

72
・
１
％
だ
が
、
平
成
30
年
度
の
効
果

額
と
今
後
の
見
込
み
は
。

効
果
額
は
約
２
０
０
万
円
。
80
％

の
達
成
を
目
指
し
て
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

委
員
の
意
見（
国
民
健
康
保
険
事
業
）

保険税の負担を
可能な額にすべき

　平成 30 年度当初予算の審
査時に、すべての課税基礎が
上げられ、所得に対して保険
税が高額になっているため反
対した。行政の重要な役割は、
保険税を負担が可能な額に
し、安心して医療を受けられ
るようにすることである。
　保険税の値上げを行い、市
民に一層の負担を増やしたた
め、本決算の認定には反対。

＜日本共産党＞

変更した道路愛称名板

反対
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区
画
整
理
事
業
会
計

公
有
財
産
購
入
費
６
３
９
３
万 

９
千
円
が
不
用
額
と
な
っ
て
い
る
が
、

理
由
は
。

羽
村
駅
前
周
辺
の
用
地
を
購
入
予

定
で
あ
っ
た
が
、
２
月
ま
で
権
利
者
と

交
渉
し
た
が
、
不
調
に
終
わ
っ
た
た
め

不
用
額
と
な
っ
た
。

川
崎
１
丁
目
周
辺
の
高
低
差
は
ど

れ
く
ら
い
で
、
宅
盤
高
の
調
整
は
ど
の

よ
う
に
す
る
の
か
。

旧
青
梅
街
道
と
新
奥
多
摩
街
道
と

の
高
低
差
は
約
３
メ
ー
ト
ル
あ
る
。
権

利
者
の
意
向
に
沿
っ
て
宅
盤
造
成
し
、

隣
接
家
屋
は
話
し
合
っ
て
調
整
し
て
い
く
。

下
水
道
事
業
会
計

汚
水
管
と
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
更
新
の

進
捗
率
は
。

汚
水
管
の
内
面
補
修
工
事
は
、

６
３
２
か
所
、
２
５
３
メ
ー
ト
ル
を
実

施
し
、
約
40
％
完
了
し
た
。
マ
ン
ホ
ー

ル
蓋
は
Ｊ
Ｒ
青
梅
線
以
西
地
区
内
に
つ

い
て
１
０
０
か
所
交
換
し
、
約
半
分
完

了
し
て
い
る
。

委
員
の
意
見（
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
）

本格的なハード整備で
安全性が確保された

　本格的なハード整備が始ま
り、一部の権利者の方は、換
地先での新たな生活が始まっ
ている。しらうめ保育園の新
園舎が完成し、園児の送迎時
の安全性が確保された。羽村
駅西口駅周辺の駐輪場から駅
舎までの歩道などは、非常に
危険な状態のままであるた
め、工事中の箇所は一日も早
く完成すべきと考え、本決算
の認定に賛成する。

＜新政会＞

西口土地区画整理事業は
即刻見直すべき

　広い道路を造るため、1000
戸を取り壊す西口土地区画整
理事業は、必要性、実現性、
住民合意のいずれもが欠けて
おり、即刻見直すべきである。
工事の騒音や震動、移転の負
担から市外に移転する人も出
ている。東京地方裁判所の違
法・取り消し判決を受けた事
業計画であり、本決算の認定
に反対する。

＜世論＞

川崎一丁目周辺の区画道路工事

　
一
般
会
計
は
６
つ
の
意
見
、
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
は
１
つ
の
意
見
、
西

口
土
地
区
画
整
理
事
業
会
計
は
２
つ
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
会
計
に
つ
い
て
は
、
賛
成
・
反
対
の
意
見
は
な
く
全
会
一
致
で
認

定
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

反対賛成

※�内容は要約しています。詳細は会議録でご覧い
ただけます。会議録は議会終了後２か月程度で
できあがります。

　�インターネットで会議録をご覧になる場合は、
　�「羽村市議会」→「会議録の検察と閲覧」→
　「平成 30 年度一般会計等決算審査特別委員会」
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審議した主な議案

議
案
審
議

■�

９
月
定
例
会
に
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
決
算
認
定
７
件
、

条
例
に
関
す
る
議
案
９
件
、
補
正
予
算
案
７
件
、
そ
の
他
の
議
案

４
件
、
諮
問
３
件
、
合
わ
せ
て
30
件
す
べ
て
を
認
定
・
可
決
・
同

意
・
答
申
し
ま
し
た
。

■�

議
員
提
出
議
案
は
、
意
見
書
案
２
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
審
査
し
た
請
願
１
件
・
陳
情
２
件
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
議
案
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市
長
提
出
議
案

■
難
病
患
者
福
祉
手
当
の
支
給
を

　
行
わ
な
い
要
件
を
設
け
る

羽
村
市
難
病
患
者
福
祉
手
当
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
難
病
患
者
福
祉
手
当
の
支
給
要
件
を

見
直
す
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

【
主
な
内
容
】　
手
当
の
支
給
を
行
わ
な

い
要
件
を
新
た
に
設
け
る
。

（1）
所
得
制
限
…
前
年
の
所
得
が
規
則
で

定
め
る
額
を
超
え
て
い
る
と
き

（2）
併
給
制
限
…
心
身
障
害
者
福
祉
手
当

の
支
給
を
受
け
て
い
る
と
き

（3）
施
設
入
所
者
制
限
…
規
則
に
定
め
る

施
設
に
入
所
し
て
い
る
と
き

（4）
生
活
保
護
受
給
者
等
…
規
定
に
よ
る

支
援
給
付
を
受
け
て
い
る
と
き

【
施
行
日
】　
令
和
２
年
４
月
１
日

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

質
疑

条
例
改
正
に
至
っ
た
経
緯
は
。

制
度
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
を

踏
ま
え
、
支
給
要
件
を
設
定
す
べ
き
と

の
福
祉
施
策
審
議
会
か
ら
の
答
申
を
受

け
、
他
の
制
度
と
の
整
合
性
や
公
平
性

を
検
討
し
、
条
例
改
正
に
至
っ
た
。

受
給
対
象
者
と
支
給
額
は
。

令
和
元
年
８
月
支
給
の
対
象
者
は

５
５
１
人
、
昨
年
度
の
総
支
給
額
は

４
９
２
５
万
２
５
０
０
円
で
あ
る
。

討
論

　
行
政
の
ス
リ
ム
化
計
画
の
一

環
と
し
て
手
当
を
削
る
こ
と
は
適
切
で

は
な
い
。
西
口
区
画
整
理
こ
そ
見
直
す

べ
き
。
難
病
の
方
の
大
変
な
生
活
実
態

を
把
握
す
べ
き
。�

（
日
本
共
産
党
）

　
国
の
難
病
支
援
が
大
き
く
前

進
し
、
制
度
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

や
他
制
度
と
の
整
合
性
等
の
観
点
か
ら

市
独
自
の
制
度
を
検
討
し
た
も
の
。
改

正
案
は
妥
当
。�

（
公
明
党
）

　
西
口
区
画
整
理
に
膨
大
な
お

金
が
使
わ
れ
、
難
病
の
方
た
ち
の
手
当

が
削
減
さ
れ
る
こ
と
は
到
底
賛
成
で
き

な
い
。
対
象
者
の
暮
ら
し
に
も
大
き
な

影
響
が
出
る
。（
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

　
改
正
案
は
、
他
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
制
度
の
整
合
性
や
公
平
性
の
観
点

か
ら
理
解
が
で
き
る
。
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
費
も
増
加
傾
向
で
あ
り
、
今
回
の

改
正
は
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。（
新
政
会
）
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■
富
士
見
霊
園
以
外
の

　
墓
地
か
ら
の
改
葬
を
可
能
に

羽
村
市
富
士
見
霊
園
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
遠
方
の
郷
里
等
に
あ
る
墓
地
か
ら
富

士
見
霊
園
の
合
葬
式
墓
地
（
合
葬
室
）

へ
の
改
葬
を
可
能
と
す
る
こ
と
で
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
及
び
市
民
の
定
住

促
進
を
図
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

【
主
な
内
容
】

　
富
士
見
霊
園
の
合
葬
室
の
埋
蔵
可
能

数
が
５
０
０
体
に
な
る
ま
で
は
、
富
士

見
霊
園
以
外
の
墓
地
か
ら
の
改
葬
を
、

公
募
の
時
期
に
か
か
わ
ら
ず
通
年
で
可

能
と
す
る
。

【
施
行
日
】　
令
和
元
年
10
月
１
日

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

質
疑

改
葬
を
受
け
入
れ
る
合
葬
室
の
空

き
状
況
は
。

１
３
３
４
体
の
空
き
が
あ
る
。

施
行
日
は
10
月
１
日
だ
が
、
受
入

れ
は
い
つ
か
ら
か
。

10
月
１
日
か
ら
受
け
付
け
し
、
許

可
か
ら
６
か
月
以
内
に
改
葬
・
納
骨
し

て
い
た
だ
く
。

請
　
願

■
水
上
公
園
の
流
れ
る
プ
ー
ル
の

　
稼
働
継
続
に
関
す
る
請
願
書

（
要
旨
）

　
水
上
公
園
の
流
れ
る
プ
ー
ル
の
稼
働

を
継
続
し
て
ほ
し
い
。

【
議
決
結
果
】　
不
採
択

討
論

採
択
　
流
れ
る
プ
ー
ル
継
続
へ
の
多

く
の
市
民
の
願
い
に
応
え
て
採
択
と
す

べ
き
。　
　
　
　
　
（
日
本
共
産
党
）

不
採
択　
夏
の
稼
働
継
続
は
安
全
性

を
考
慮
す
る
と
難
し
く
願
意
を
か
な
え

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
今
後
の
施
設
活

用
を
検
討
す
べ
き
。（
令
和
か
が
や
き
）

不
採
択　
安
全
性
や
費
用
対
効
果
な

ど
、
施
設
の
活
用
方
法
を
検
討
す
べ
き
。

プ
ー
ル
に
用
途
を
限
定
し
た
本
請
願
は

不
採
択
と
す
べ
き
。　
　
（
公
明
党
）

※
内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
中
継

　
（
９
月
10
日
・
27
日
分
）で

　
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

議
員
提
出
議
案

■
意
見
書
を
可
決
し
ま
し
た

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
拡
大
生
産
者

責
任
強
化
を
求
め
る
意
見
書（
要
旨
）

　
市
は
、
従
来
か
ら
ご
み
の
分
別
・
資

源
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
リ
サ
イ
ク

ル
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
収
集
・
選

別
・
保
管
の
費
用
負
担
は
自
治
体
に
重

く
の
し
か
か
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
処

理
費
用
に
多
く
の
税
金
を
投
入
す
る
こ

と
に
な
る
。
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
適

正
処
理
は
、
原
料
や
添
加
物
の
使
用
状

況
な
ど
を
熟
知
し
て
い
る
生
産
者
こ
そ

が
担
う
べ
き
で
あ
る
。
真
の
循
環
型
社

会
形
成
の
た
め
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

に
お
け
る
拡
大
生
産
者
責
任
を
早
急
に

強
化
す
る
よ
う
、
強
く
要
望
す
る
。

１　
拡
大
生
産
者
責
任
の
原
則
に
基
づ

き
、
事
業
者
責
任
の
具
体
的
仕
組
み
・

手
法
を
明
確
に
す
る
こ
と
。

２　
収
集
・
選
別
・
保
管
等
に
係
る
地

方
自
治
体
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
。

【
提
出
先
】　
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議

長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
経

済
産
業
大
臣
、
環
境
大
臣
、
厚
生
労
働

大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
、
法
務
大
臣
、

総
務
大
臣

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
補
助

制
度
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書（
要
旨
）

　
学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を

早
急
に
進
め
る
た
め
、
東
京
都
は「
東

京
都
公
立
学
校
屋
内
体
育
施
設
空
調
設

置
支
援
事
業
実
施
要
綱
」を
策
定
し
た
。

　
し
か
し
、
全
校
設
置
に
踏
み
出
す
自

治
体
が
あ
る
一
方
で
、
財
政
状
況
に
よ

っ
て
全
校
設
置
に
は
と
て
も
踏
み
切
れ

な
い
自
治
体
も
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
羽
村
市
議
会
は
、
国
お
よ

び
東
京
都
に
対
し
以
下
の
事
項
を
要
望

す
る
。

１　
東
京
都
の
公
立
学
校
体
育
館
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
補
助
制
度
の
３
分
の
２

補
助
な
ど
に
つ
い
て
、
２
０
１
９
年
６

月
末
ま
で
の
整
備
計
画
の
策
定
・
提
出

に
限
ら
ず
継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と
。

２　
東
京
都
独
自
の
補
助
制
度
を
３
年

間
に
限
ら
ず
実
施
す
る
こ
と
。

３　
電
源
設
備
や
電
気
代
な
ど
の
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
へ
の
補
助
を
行
う
こ
と
。

４　
リ
ー
ス
で
の
整
備
も
国
の
補
助
制

度
の
対
象
と
す
る
こ
と
。
ま
た
国
に
対

し
、
東
京
都
と
し
て
要
望
す
る
こ
と
。

【
提
出
先
】　
内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大

臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、

総
務
大
臣
、
東
京
都
知
事

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決
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＜全会一致となった議案＞
件名・概要 議決結果

成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適
正化等を図るための関係法律の整備に関する
法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例
成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図
るための関係法律の整備に関する法律の施行に伴い、関
係条例の一部を改正する。

原案可決

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正す
る法律等の施行に伴う関係条例の整備に関す
る条例
地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律等の
施行に伴い、会計年度任用職員制度の導入等に対応する
ため、関係条例の規定を整備する。

羽村市税賦課徴収条例の一部を改正する条例
地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴い、羽村市
税賦課徴収条例の一部を改正する。

羽村市富士見霊園条例の一部を改正する条例
Ｐ 11 参照

羽村市印鑑条例の一部を改正する条例
令和元年 11 月５日から住民票や個人番号カードに旧氏
を併記することができるようになったことから、印鑑登
録証明書においても、旧氏を併記することができるよう、
条例の一部を改正する。

羽村市給水条例の一部を改正する条例
水道法の一部を改正する法律及び水道法の一部を改正す
る法律の施行に伴う関係政令の整備及び経過措置に関す
る政令の施行に伴い、条例の一部を改正する。

羽村市会計年度任用職員の報酬、費用弁償及
び期末手当に関する条例
地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施
行に伴い、会計年度任用職員制度を導入するため条例を
制定する。

アメリカ合衆国軍隊の構成員等の所有する軽
自動車等に対する軽自動車税の種別割の賦課
徴収の特例に関する条例
横田基地のアメリカ合衆国軍隊の構成員等が所有する軽
自動車等の使用の本拠の位置が羽村市内となった場合、
軽自動車税（種別割）の課税対象となりうることから、
アメリカ合衆国軍隊の構成員等が私用で所有する軽自動
車等に対する課税環境を整えておく必要がある。

令和元年度羽村市国民健康保険事業会計補正
予算（第 2 号）
歳入歳出それぞれ 1 億 5,729 万１千円を増額し、補正
後の予算額を歳入歳出それぞれ 60 億 3,897 万 5 千円と
する。

令和元年度羽村市後期高齢者医療会計補正予
算（第 1 号）
歳入歳出それぞれ 3,092 万 2 千円を増額し、補正後の
予算額を歳入歳出それぞれ12億7,702万2千円とする。

　
件名・概要 議決結果

令和元年度羽村市介護保険事業会計補正予算
（第 2 号）
歳入歳出それぞれ 7,806 万 2 千円を増額し、補正後の
予算額を歳入歳出それぞれ 38 億 968 万 5 千円とする。

原案可決

令和元年度羽村市福生都市計画事業羽村駅西
口土地区画整理事業会計補正予算（第 2 号）
歳入歳出それぞれ 8,121 万円を増額し、補正後の予算額
を歳入歳出それぞれ 10 億 1,320 万 2 千円とする。

令和元年度羽村市下水道事業会計補正予算
（第 2 号）
歳入歳出それぞれ 3,677 万 4 千円を増額し、補正後の
予算額を歳入歳出それぞれ 13 億 1,592 万円とする。

令和元年度羽村市水道事業会計補正予算
（第 2 号）
【収益的収入及び支出】（支出）108 万 4 千円を増額し、
補正後の予算額を 9 億 5,977 万 8 千円とする。

【議会の議決を経なければ流用することのできない経費】
（職員給与費）108 万 4 千円を増額し、補正後の予算額
を 1 億 656 万 5 千円とする。

平成 30 年度羽村市水道事業会計未処分利益
剰余金の処分について
地方公営企業法第 32 条第 2 項の規定に基づき、議会の
議決により利益剰余金を処分する。

市道路線の認定及び廃止について
認定する路線：市道第 1065 号線
廃止する路線：市道第 5016 号線

固定資産評価審査委員会委員の選任について
固定資産評価審査委員会委員の任期満了に伴い、岡田丈
尋氏を委員に選任したいので、議会の同意を求める。

【任期】令和元年 10 月 15 日〜令和４年 10 月 14 日
原案同意

教育委員会委員の任命について
教育委員会委員の任期満了に伴い、羽村章氏を委員に任
命したいので、議会の同意を求める。

【任期】令和元年 10 月 1 日〜令和 5 年 9 月 30 日

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求
めることについて
人権擁護委員の任期満了に伴い、塩田真紀子氏を委員の
候補者として推薦したいので、議会の意見を求める。

【任期】　令和２年１月１日〜令和４年 12 月 31 日

異議ない
旨答申

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求
めることについて
人権擁護委員の任期満了に伴い、藤巻小百合氏を委員の
候補者として推薦したいので、議会の意見を求める。

【任期】令和２年１月１日〜令和４年 12 月 31 日

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求
めることについて
人権擁護委員の任期満了に伴い、鈴木將史氏を委員の候
補者として推薦したいので、議会の意見を求める。

【任期】令和２年１月１日〜令和４年 12 月 31 日

■各 会 派 の 賛 否■　議案／	 〇…賛成	 ×…反対		
		  　請願・陳情／  〇…採択  ×…不採択	
■会 派 名■　令…令和かがやき　　　　公…公明党　　　新…新政会　　　　共…日本共産党
　　　　　　　　　　ネ…市民ネットワーク　　世…世論　　　　力…つながる力　　風…新しい風

凡　
例

■市長提出議案の議決結果

議 案 の 議 決 結 果
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◆�会派とは、政治上の主義や政策が同じ議員の集まりで、議会活動を行う上での基礎となります。
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令和かがやき 公 明 党 新政会 世　論

新しい風

日本共産党 市民ネットワーク

つながる力

＜賛否の分かれた議案＞

件名・概要
会派名（数字は人数）

議決結果令 公 新 共 ネ 世 力 風
（4）（4）（4）（2）（1）（1）（1）（1）

羽村市難病患者福祉手当条例の一部を改正する条例
Ｐ 10 参照 〇 〇 〇 × × × 〇 〇

原案可決令和元年度羽村市一般会計補正予算（第３号）
歳入歳出それぞれ 4 億 8,680 万円を増額し、補正後の予算額を歳
入歳出それぞれ 228 億 8,740 万円とする。

〇 〇 〇 × × × 〇 〇

■平成 30 年度決算認定の議決結果

件名
会派名（数字は人数）

本会議での
議決結果令 公 新 共 ネ 世 力 風

（4）（4）（4）（2）（1）（1）（1）（1）
一般会計歳入歳出決算 〇 〇 〇 × × × 〇 〇

認定
特
別
会
計

国民健康保険事業会計歳入歳出決算 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇
後期高齢者医療会計歳入歳出決算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
介護保険事業会計歳入歳出決算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
福生都市計画事業羽村駅西口土地区画整理事業会
計歳入歳出決算 〇 〇 〇 × × × 〇 〇

下水道事業会計歳入歳出決算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
水道事業会計決算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

■請願・陳情の審議結果

件名 審査した
委員会

会派名（数字は人数）
本会議での
議決結果令 公 新 共 ネ 世 力 風

（4）（4）（4）（2）（1）（1）（1）（1）
水上公園の流れるプールの稼働継続に関す
る請願書 経済 × × × 〇 〇 × × ×

不採択陳情「羽村駅西口区画整理事業の拘束を求
める」 経済 × × × × × × × ×

「羽村駅西口土地区画整理事業」を一時中
断し、見直しの検討を求める陳情書 経済 × × × 〇 〇 〇 × ×

■議員提出議案の議決結果
件名 議決結果

プラスチック類の拡大生産者責任強化を求める意見書
P11 参照 原案可決学校体育館へのエアコン設置補助制度の拡充を求める意見書
P11 参照
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キ
ル
ギ
ス
共
和
国
と
の

交
流
に
つ
い
て

質
問　
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
利
点
は
。

市
長　
羽
村
ら
し
く
、
市
民
と

と
も
に
手
作
り
で
作
り
上
げ
る

交
流
に
一
番
の
利
点
が
あ
る
。

質
問　
友
好
姉
妹
都
市
も
見
据

え
た
、
市
が
描
く
将
来
的
な
交

流
展
望
は
。

市
長　
都
市
間
交
流
な
ど
国
際

交
流
を
見
据
え
つ
つ
、
さ
ら
な

る
交
流
を
図
っ
て
い
く
。

公
共
建
築
物
維
持
管
理
業
務
の

一
括
管
理
で
コ
ス
ト
削
減
を

質
問　
公
共
建
築
物
及
び
点
検
、

修
繕
の
件
数
は
。

市
長　
１
３
２
施
設
で
平
成
30

年
度
は
54
件
の
点
検
、
４
０
７

件
の
修
繕
を
実
施
し
た
。

質
問　
市
は
一
定
の
集
約
管
理

を
し
て
い
る
が
、
さ
ら
な
る
一

括
管
理
や
専
門
知
識
を
持
っ
た

業
者
へ
の
一
括
管
理
委
託
も
効

率
的
で
は
。

市
長　
保
守
点
検
の
集
約
化
に

つ
い
て
検
討
し
、
包
括
施
設
管

理
委
託
の
導
入
に
つ
い
て
も
調

査
研
究
を
進
め
る
。

質
問　
施
設
総
量
の
縮
減
や
管

理
運
営
の
効
率
化
の
考
え
は
。

市
長　
機
能
が
類
似
す
る
施
設

の
集
約
化
な
ど
整
理
統
合
を
推

進
し
、
ま
た
、
民
間
資
本
や
活

力
の
導
入
で
持
続
可
能
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
。

企
業
誘
致
に
伴
う
移
住
・

定
住
促
進
と
活
性
化
を

質
問　
ニ
プ
ロ
株
式
会
社
の
稼

働
に
伴
い
、
移
住
・
定
住
へ
の

促
進
を
。

市
長　
従
業
員
の
定
住
促
進
を

目
指
し
、
迅
速
な
対
応
を
図
っ

て
い
く
。

質
問　
関
連
企
業
の
転
入
は
。

市
長　
約
90
社
中
、
多
く
の
企

業
が
市
内
や
近
隣
に
進
出
希
望

が
あ
る
と
聞
い
て
い

る
の
で
、
情
報
提
供

に
努
め
て
い
く
。

《Ｑ》キルギス共和国との将来的な交流展望は
《Ａ》都市間交流などを見据えた交流を図っていく

中嶋　勝　議員（公明党）

市政について問う

一
般	

質	

問

一
般
質
問
と
は
、
市
が
実
施
し
て
い
る
施
策
全
般
に

つ
い
て
の
議
員
の
質
問
で
す
。

第
４
回
定
例
会
で
は
、

９
月
３
日
、
４
日
、
６
日
の
３
日
間
に
わ
た
り

17
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま
す
。

※
原
稿
は
、議
員
自
身
が
要
約
し
作
成
し
て
い
ま
す
。

ΩϧΪεڞ࿨ࠃͷ
உࢠॊಓφγϣφϧνʔϜ
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オ
ス
プ
レ
イ
低
周
波
音
対
策
を

　
オ
ス
プ
レ
イ
は
他
の
軍
用
機

と
異
な
り
、
独
特
の
低
周
波
音

を
発
し
、
低
空
飛
行
す
る
際
に

は
、
激
し
い
振
動
が
伝
わ
っ
て

く
る
。
こ
れ
ま
で
に
な
い
音
や

振
動
を
経
験
し
た
市
民
か
ら
不

安
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
質
問
を
す
る
。

質
問　
オ
ス
プ
レ
イ
の
低
周
波

音
対
策
を
国
に
さ
ら
に
強
く
要

請
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　
オ
ス
プ
レ
イ
に
つ
い
て

は
、
低
周
波
音
に
よ
る
健
康
影

響
等
を
懸
念
す
る
声
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
国
が
実
施
し
て
い
る

調
査
検
討
を
踏
ま
え
、
国
の
責

任
に
お
い
て
、
必
要
な
対
策
を

講
ず
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
。

今
後
も
、
東
京
都
並
び
に
基
地

芸
術
文
化
の
あ
るまち

づ
く
り
を

質
問　
羽
村
在
住
の
漆
芸
作
家

で
あ
る
並
木
恒
延
氏
が
日
本
芸

術
院
賞
を
天
皇
陛
下
か
ら
授
与

さ
れ
た
。
市
民
へ
の
周
知
は
。

市
長　
広
報
は
む
ら
で
特
集
記

事
を
、
テ
レ
ビ
は
む
ら
に
て
特

集
番
組
を
制
作
す
る
た
め
に
取

材
を
続
け
て
い
る
。

質
問　
並
木
恒
延
氏
の
個
展
と

講
演
会
を
、
市
の
主
催
で
開
催

し
て
は
。

教
育
長　
機
会
を
と
ら
え
作
品

展
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
の
開

催
を
検
討
す
る
。

質
問　
市
内
に
常
設
の
並
木
恒

延
漆
芸
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
作

品
を
適
宜
交
換
し
な
が
ら
、
市

民
が
い
つ
で
も
漆
芸
を
鑑
賞
で

周
辺
市
町
と
緊
密
に
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
強
く
働
き
か
け
て

い
く
。

暑
さ
・
熱
中
症
対
策
の
強
化
を

質
問　
行
事
開
催
の
あ
り
方
等
、

市
や
教
育
委
員
会
と
し
て
基
準

や
ル
ー
ル
を
設
け
対
応
し
て
い

る
か
。

市
長　
各
部
署
に
、
観
測
情
報

等
を
提
供
し
、
環
境
省
発
行
の

「
夏
季
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る

熱
中
症
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

に
基
づ
き
、
各
行
事
を
所
管
す

る
部
署
に
お
い
て
、
適
切
に
判

断
し
て
い
る
。

教
育
長　
公
益
財
団
法
人
日
本

体
育
協
会
が
作
成
し
た
「
ス
ポ

ー
ツ
活
動
中
の
熱
中
症
予
防
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
」
に
記
載
さ
れ
て

い
る
熱
中
症
予
防
運
動
指
針
に

基
づ
き
、
環
境
省
の
示
す
暑
さ

指
数
の
「
危
険
レ
ベ
ル
」
で
あ

る
31
℃
以
上
、
乾
球
温
度
で
35

℃
以
上
の
場
合
は
、
運
動
は
原

則
と
し
て
中
止
す
る
こ
と
を
基

準
と
し
て
示
し
て
い
る
。

き
る
場
所
が
あ
る
と
良
い
と
考

え
る
が
。

教
育
長　
今
後
、
常
設
展
示
を

行
う
場
所
の
設
置
が
可
能
か
ど

う
か
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

質
問　
並
木
恒
延
氏
を
「
羽
村

市
名
誉
市
民
」
に
す
る
制
度
の

創
設
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　
こ
れ
ま
で
の
功
績
を
参

考
に
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
、

今
後
、
検
討
す
る
。

備
蓄
品
の
充
実
を

質
問　
「
羽
村
市
地
域
防
災
計

画
」に
は
福
祉
避
難
所
の
備
蓄

に
つ
い
て
の
記
載
が
な
い
が
。

市
長　
令
和
２
年
度
の
改
訂
時

に
記
載
す
る
よ
う
検
討
す
る
。

質
問　
厚
生
労
働
省
の
省
令
改

正
で
、
国
内
で
の
液
体
ミ
ル
ク

が
解
禁
さ
れ
た
。
羽
村
市
で
も

備
蓄
を
検
討
し
て
は
。

市
長　
今
後
、
ロ
ー
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
ク
方
式
や
乳
児
用
液
体
ミ

ル
ク
と
粉
ミ
ル
ク
の
併
用
備
蓄

な
ど
に
つ
い
て
も
研
究
し
、
有

効
性
を
判
断
し
た
上
で
導
入
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

೔ຊܳज़Ӄ৆Λड৆ͨ͠ʮ݄ग़ͣΔʯ

《Ｑ》オスプレイ低周波音対策を強く国に要請を
《Ａ》都・周辺自治体と連携し、強く働きかける

石居 尚郎 議員（公明党）

《Ｑ》並木恒
つね

延
のぶ

氏を「羽村市名誉市民」にする検討を
《Ａ》これまでの功績を参考に制度の創設を検討する

高田 和登 議員（つながる力）

ટճ͢Δ$7�22 ΦεϓϨΠ

■
そ
の
他
の
質
問

「
地
域
で
の
介
護
人
材
確

保
に
つ
い
て
」
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予
防
接
種
に
つ
い
て

質
問　
近
隣
市
で
も
予
防
接
種

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
利
便
性
を

図
っ
て
は
。

市
長　
近
隣
市
町
村
や
各
医
師

会
と
も
調
整
を
図
る
。

質
問　
こ
れ
ま
で
提
案
の
予
防

接
種
の
ア
プ
リ
、
電
子
母
子
手

帳
の
活
用
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

市
長　
導
入
に
つ
い
て
研
究
を

進
め
て
お
り
、
複
数
の
電
子
母

子
手
帳
を
比
較
検
討
し
て
い
く
。

農
業
、
商
工
業
、
観
光

な
ど
の
連
携
に
つ
い
て

質
問　
農
産
物
直
売
所
の
午
後

の
空
い
て
い
る
ス
ペ
ー
ス
を
商

業
者
に
貸
し
出
し
、
共
存
共
栄

の
道
を
図
っ
て
は
。

市
長　
現
在
の
と
こ
ろ
、
考
え

て
い
な
い
。

孤
立
を
防
ぐ
「
断
ら
な
い

相
談
」
体
制
の
確
立
を

　
様
々
な
悩
み
を
抱
え
困
窮
す

る
方
を
支
え
る
に
は
、
行
政
の

縦
割
り
を
超
え
た
支
援
で
、
ど

こ
ま
で
も
寄
り
添
う
姿
勢
が
重

要
で
あ
る
。

質
問　
一
人
の
担
当
職
員
が
エ

リ
ア
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
や
コ
ン
シ

ェ
ル
ジ
ュ
と
な
り
、
相
談
者
と

と
も
に
部
局
横
断
的
に
動
く
な

ど
、
相
談
者
第
一
の
対
応
を
。

市
長　
本
人
を
中
心
と
し
て
寄

り
添
う
、
い
わ
ゆ
る
「
伴
走

型
」
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

相
談
者
に
寄
り
添
い
、
相
談
者

第
一
の
対
応
に
努
め
て
い
く
。

質
問　
地
域
団
体
等
と
連
携
し
、

先
進
的
に
取
り
組
む
自
治
体
が

あ
る
。
困
窮
さ
れ
た
方
に
ど
こ

質
問　
過
去
に
農
商
工
観
の
連

携
に
よ
る
ま
ち
の
活
性
化
に
つ

い
て
質
問
し
て
き
た
が
、
ど
う

進
ん
だ
か
。

市
長　
平
成
25
年
・
29
年
の
定

例
会
の
質
問
の「
東
京
２
０
２
０ 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
登
録
申

請
」
に
関
し
て
は
、
キ
ル
ギ
ス
共

和
国
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
登
録

が
認
め
ら
れ
文
化
交
流
に
取
り

組
ん
で
い
る
。「
農
産
物
直
売

所
の
充
実
の
た
め
加
工
品
の
販

売
」
に
関
し
て
は
、
ジ
ェ
ラ
ー
ト

の
販
売
を
７
月
か
ら
開
始
し
、

大
変
好
評
で
あ
る
。「
市
内
中

小
企
業
に
対
す
る
『
特
許
又
は

実
用
新
案
』
出
願
料
の
補
助
」

に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度
に

経
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
る
。

業
務
効
率
化
と
市
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
つ
い
て

質
問　
市
役
所
業
務
に
※
Ｒ
Ｐ

Ａ
の
導
入
を
考
え
て
は
。

市
長　
引
き
続
き
、
調
査
・
研

究
を
進
め
て
い
く
。

Ｒ
Ｐ
Ａ
…
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
・
プ
ロ

セ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
、
ロ

ボ
ッ
ト
に
よ
る
業
務
自
動
化

の
取
り
組
み

ま
で
も
寄
り
添
う
取
り
組
み
を

行
っ
て
は
。

市
長　
他
市
の
動
向
に
つ
い
て

研
究
し
、
よ
り
良
い
相
談
体
制

を
築
け
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

国
政
・
地
方
選
挙
の

あ
り
方
に
つ
い
て

　
市
内
の
投
票
率
の
向
上
へ
の

取
り
組
み
や
投
票
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
が
従
来
以
上
に
必
要
。

質
問　
投
票
所
入
場
整
理
券
の

郵
送
方
法
を
１
世
帯
で
封
入
し

た
場
合
の
費
用
対
効
果
等
の
検

討
・
検
証
を
行
っ
た
例
は
。

選
管
事
務
局
長　
平
成
29
年
に

実
施
。
郵
便
料
は
減
少
す
る
が
、

経
費
、
事
務
が
増
大
。

質
問　
期
日
前
投
票
所
の
増
設

な
ど
、
有
権
者
の
利
用
し
や
す

い
環
境
整
備
が
必
要
で
は
。

選
管
事
務
局
長　
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
の
確
保
や
従
事
者
の
配
置
な

ど
が
課
題
。
市
の
面
積
や
公
共

交
通
の
状
況
な
ど
か
ら
、
現
段

階
で
は
必
要
性
は
な
い
と
捉
え

て
い
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

「
自
動
車
の
急
発
進
防
止
装

置（
急
加
速
抑
制
装
置
）の

普
及
に
向
け
て
」

《Ｑ》近隣市町村でも予防接種が受けられる体制を

《Ｑ》困窮された方にどこまでも寄り添う取り組みを

《Ａ》近隣市町村や各医師会とも調整を図っていく

《Ａ》より良い相談体制を築けるよう努めていく

৽઱ͳ໺͕ࡊฒͿ೶࢈෺௚ചॴ

西川 美佐保 議員（公明党）

富永 訓正 議員（公明党）

ޱ໾ॴͷ૬ஊ૭ࢢ
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誰
も
が
働
き
や
す
く
、

生
き
や
す
い
ま
ち
を
め
ざ
そ
う

　
働
き
や
す
い
職
場
、
誰
も
が

生
き
や
す
い
社
会
に
し
て
い
く

た
め
の
、
様
々
な
課
題
解
決
に

つ
い
て
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

質
問　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
規
制
法

が
公
布
さ
れ
、
企
業
に
は
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
対
策
が
義
務
付
け
ら

れ
た
。
市
内
事
業
者
へ
の
周
知

は
ど
の
よ
う
に
図
ら
れ
る
の
か
。

市
長　
職
員
や
企
業
活
動
支
援

員
の
訪
問
活
動
の
中
で
情
報
提

供
に
努
め
て
い
く
。

質
問　
ダ
ブ
ル
ケ
ア
に
直
面
す

る
市
民
が
増
加
し
て
い
る
。
子

育
て
と
介
護
を
同
時
に
相
談
で

き
る
体
制
を
構
築
し
て
は
。

市
長　
子
育
て
相
談
は
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
高

水
辺
の
資
源
活
用
に
つ
い
て

質
問　
来
年
度
か
ら
水
上
公
園

の
代
わ
り
に
、
羽
村
第
一
中
学

校
の
プ
ー
ル
を
子
ど
も
た
ち
に

開
放
で
き
な
い
か
。

市
長　
水
上
公
園
の
プ
ー
ル
は
、

施
設
全
体
で
老
朽
化
が
進
み
、

抜
本
的
な
再
整
備
の
時
期
を
迎

え
て
い
る
。
そ
の
た
め
一
時
休

止
の
期
間
を
設
け
、
現
在
の
流

れ
る
プ
ー
ル
に
代
わ
る
、
年
間

を
通
じ
て
市
民
の
皆
様
が
利
用

で
き
、
か
つ
維
持
管
理
コ
ス
ト

の
少
な
い
施
設
や
周
辺
利
用
に

つ
い
て
現
在
検
討
を
進
め
て
い

る
。
こ
の
間
は
、
ス
イ
ミ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
学
校
プ
ー
ル
の
一

般
開
放
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

質
問　
親
水
公
園
を
キ
ル
ギ
ス

齢
者
に
関
す
る
相
談
は
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
担
当
し
て

い
る
。
関
係
部
署
の
連
携
を
強

化
し
、
必
要
な
支
援
を
的
確
に

提
供
す
る
体
制
充
実
に
努
め
る
。

質
問　
渋
谷
区
、
世
田
谷
区
、

府
中
市
な
ど
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
認
め
て
い
く
動
き
が

進
ん
で
い
る
。
市
の
考
え
は
。

市
長　
多
様
性
が
認
め
ら
れ
る

社
会
の
推
進
に
つ
い
て
、
意
識

啓
発
に
努
め
る
中
で
研
究
す
べ

き
課
題
と
捉
え
て
い
る
。

健
康
長
寿
に
繋
が
る
高
齢
期

か
ら
の
食
生
活
を
ひ
ろ
め
よ
う

質
問　
高
齢
期
に
は
メ
タ
ボ
対

策
よ
り
フ
レ
イ
ル
対
策
が
重
要

と
言
わ
れ
て
い
る
。
高
齢
者
に

筋
肉
を
保
つ
「
貯
筋
」
、
「
整

腸
」
を
大
事
に
す
る
食
生
活
の

知
識
の
啓
発
を
行
っ
て
は
。

市
長　
フ
レ
イ
ル
や
低
栄
養
を

予
防
す
る
食
生
活
に
つ
い
て

様
々
な
観
点
か
ら
啓
発
を
充
実

し
て
い
く
。

共
和
国
友
好
公
園
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
て
は
。

市
長　
施
設
を
拠
点
に
し
た
施

設
利
用
や
周
辺
利
用
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

質
問　
歳
入
に
お
け
る
ふ
る
さ

と
納
税
へ
の
対
策
は
。

市
長　
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の

実
績
は
、
平
成
30
年
度
、
受
け

入
れ
金
額
３
４
７
万
２
千
円
に

対
し
、
市
外
の
自
治
体
へ
ふ
る

さ
と
納
税
を
行
っ
た
こ
と
に
よ

る
市
税
の
控
除
額
は
４
５
１
２ 

万
４
千
円
で
あ
り
、
差
し
引
き

４
１
６
５
万
２
千
円
の
税
収
減

で
あ
る
。
ま
た
、
平
成
28
年
度

か
ら
は
大
幅
な
税
収
減
の
傾
向

が
続
い
て
い
る
。
そ
こ
で
、
６

月
か
ら
国
が
実
施
し
て
い
る
新

制
度
に
沿
っ
て
、
市
の
魅
力
を

市
外
に
広
く
発
信
し
な
が
ら
羽

村
市
へ
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
く
。

਌ਫެԂ

《Ｑ》ダブルケア支援の強化を！
《Ａ》支援の提供体制充実に努める

大塚 あかね 議員（令和かがやき）

《Ｑ》親水公園をキルギス共和国友好公園にしては
《Ａ》施設を拠点に周辺利用について検討する

印南 修太 議員（新政会）

ύϫϋϥͷ૬ஊ݅਺ʢްੜ࿑ಇল)1ΑΓʣ
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公
共
建
築
物
の

維
持
保
全
に
つ
い
て

質
問　
公
共
建
築
物
の
維
持
保

全
を
実
施
し
て
い
く
中
で
の
課

題
は
何
か
。

市
長　

特
に
「
老
朽
化
の
進

行
」
「
改
修
費
用
と
財
政
負

担
」
に
つ
い
て
は
、
大
き
な
課

題
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

質
問　
第
五
分
団
・
第
六
分
団

車
庫
の
耐
震
診
断
が
先
送
り
さ

れ
た
理
由
は
。

市
長　
職
員
に
よ
る
簡
易
診
断

の
実
施
結
果
な
ど
に
よ
り
、
安

全
性
や
緊
急
性
の
有
無
も
確
認

し
た
上
で
、
財
政
状
況
を
考
慮

し
、
計
画
を
ロ
ー
リ
ン
グ
し
て

い
る
。
災
害
時
は
特
に
重
要
な

施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
可
能

な
限
り
早
い
時
期
に
耐
震
診
断

を
行
う
。

安
心
・
安
全
・
快
適
な

歩
道
の
整
備
に
つ
い
て

質
問　
歩
道
上
に
あ
る
電
柱
や

交
通
安
全
施
設
の
設
置
基
準
は

あ
る
の
か
。

市
長　
交
通
安
全
施
設
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
歩

車
道
境
界
と
支
柱
及
び
標
示
板

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

質
問　
災
害
時
、
要
配
慮
者
の

避
難
支
援
対
策
は
。

市
長　
避
難
支
援
者
等
関
係
者

に
よ
る
安
否
確
認
や
避
難
支
援

が
行
わ
れ
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

質
問　
災
害
時
の
避
難
に
つ
い

て
、
町
内
会
、
高
齢
者
・
障
が

い
者
施
設
と
連
携
・
情
報
共
有

は
行
っ
て
い
る
の
か
。

市
長　
町
内
会
を
中
心
と
し
た

自
主
防
災
組
織
と
は
、
様
々
な

連
携
・
情
報
共
有
を
行
い
防
災

力
の
強
化
を
行
っ
て
い
る
。
高

齢
者
施
設
で
は
、
市
の
防
災
担

当
者
と
の
情
報
交
換
を
通
じ
、

浸
水
時
避
難
計
画
の
作
成
が
行

わ
れ
た
。

と
の
間
を
25
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

以
上
離
す
と
さ
れ
て
い
る
。
電

柱
、
消
火
栓
な
ど
は
、
歩
道
内

の
車
道
寄
り
と
し
、
１
メ
ー
ト

ル
以
上
の
余
地
を
確
保
す
れ
ば

足
り
る
と
さ
れ
て
い
る
。

質
問　
幅
１
メ
ー
ト
ル
前
後
の

歩
道
に
電
柱
や
交
通
安
全
標
識

が
あ
り
、
傘
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
な

ど
を
利
用
し
て
い
る
と
車
道
に

降
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
歩
道

が
あ
る
。
市
は
改
善
に
向
け
た

取
り
組
み
を
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
る
の
か
。

市
長　
土
地
区
画
整
理
事
業
に

伴
う
道
路
施
設
整
備
や
、
狭
あ

い
道
路
の
道
路
拡
幅
な
ど
、
歩

道
の
整
備
改
善
に

鋭
意
取
り
組
ん
で

い
る
。

人
が
集
う魅力

あ
る
ま
ち
づ
く
り

質
問　
「
空
き
店
舗
活
用
支
援

策
」
や
「
起
業
・
創
業
支
援
体

制
の
構
築
」
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
に
何
件
問
い
合
わ
せ
が
あ

り
、
実
際
創
業
し
た
例
は
。

市
長　
平
成
27
年
度
に
産
業
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
に
「
創
業
支
援

ス
ペ
ー
ス
ｉ
サ
ロ
ン
」
を
開
設

し
て
か
ら
現
在
ま
で
の
相
談
件

数
は
、
６
０
８
件
で
、
創
業
件

数
は
24
件
で
あ
る
。

質
問　
「
羽
村
ブ
ラ
ン
ド
品
」

の
開
発
の
現
状
は
。

市
長　
北
杜
市
と
の
産
業
交
流

事
業
「
羽
〜
杜
（
ハ
ー
ト
）
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
お
い
て
、
特

産
品
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
羽
村
市
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

を
原
料
と
し
た
石
鹸
を
、
北
杜

市
の
ひ
ま
わ
り
が
原
料
の
紙
パ

ッ
ケ
ー
ジ
を
使
用
し
て
製
作
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

《Ｑ》消防団分団車庫の耐震診断が先送りされた理由は

《Ｑ》町内会等と避難時の情報共有をしているか

《Ａ》簡易診断の結果、安全性や緊急性の有無を確認した

《Ａ》情報共有を行い防災力の強化を図っている

าಓ্ʹ͋Δަ௨҆શࢪઃ

冨松 崇 議員（新政会）

秋山 義徳 議員（新政会）

ࣗओ๷ࡂ૊৫ʢொ಺ձʣʹ ΑΔ܇࿅ͷ༷ࢠ
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水
害
・
土
砂
災
害
対
策
に
つ
い
て

水
害
対
策
に
つ
い
て

質
問　
家
屋
倒
壊
等
氾
濫
想
定

区
域
に
お
け
る
避
難
情
報
発
令

の
判
断
基
準
は
。

市
長　
多
摩
川
調
布
橋
観
測
所

の
水
位
を
判
断
基
準
と
し
て
い

る
。
そ
の
ほ
か
、
東
京
都
が
発

表
す
る
防
災
気
象
情
報
な
ど
を

総
合
的
に
判
断
し
、
避
難
情
報

の
発
令
を
決
定
し
て
い
る
。

質
問　
避
難
勧
告
・
避
難
指
示

が
発
令
さ
れ
た
場
合
は
、
全
員

避
難
と
な
っ
て
い
る
。
市
は
全

員
避
難
し
た
か
を
確
認
す
る
場

合
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
か
。

市
長　
災
害
発
生
時
の
避
難
者

確
認
は
、
各
避
難
所
で
人
員
確

認
の
集
計
に
よ
り
把
握
。
市
が

発
令
す
る
避
難
勧
告
・
避
難
指

区
画
整
理
撤
回
要
求
第
50
弾

質
問　
15
年
延
長
。
事
業
費
増

加
額
と
完
了
時
の
市
債
残
高
は
。

市
長　
総
事
業
費
３
７
０
億
円

を
４
３
６
億
円
に
。
市
債
残
高

は
一
般
会
計
84
億
円
、
区
画
整

理
事
業
会
計
54
億
円
で
合
計
約

１
３
８
億
円
の
見
込
み
。

質
問　
市
は
、
区
画
整
理
は
賛

成
・
反
対
で
決
め
る
も
の
で
は

な
い
。
一
方
で
権
利
者
の
合
意

が
前
提
と
い
う
。合
意
と
は
何
か
。

市
長　
既
成
市
街
地
再
編
整
備

は
賛
・
否
で
は
な
い
。
合
意
と

は
協
議
移
転
前
提
の
補
償
契
約

書
の
取
り
交
わ
し
で
あ
る
。

質
問　
計
画
上
、
合
意
を
得
ら

れ
な
い
時
の
リ
ス
ク
は
考
え
な

い
、
の
答
弁
の
意
味
は
。　

市
長　
計
画
に
不
確
定
要
素
は

反
映
で
き
ず
、
予
定
通
り
進
ま

示
に
は
法
的
拘
束
力
は
な
く
、

最
終
判
断
は
、
個
人
の
考
え
に

委
ね
る
。
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
人

的
被
害
の
発
生
を
防
ぐ
た
め

「
自
ら
の
命
は
自
ら
が
守
る
」

と
い
う
防
災
意
識
の
高
揚
を
呼

び
か
け
て
い
く
。

土
砂
災
害
対
策
に
つ
い
て

質
問　
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区

域
や
警
戒
区
域
の
土
地
は
、
個

人
所
有
地
が
多
い
と
思
う
が
、

安
全
対
策
に
つ
い
て
、
市
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

市
長　
指
定
区
域
や
避
難
所
の

位
置
な
ど
防
災
情
報
を
市
民
に

周
知
し
、
防
災
マ
ッ
プ
は
む
ら

を
作
成
・
配
布
し
、
必
要
な
情

報
の
周
知
を
図
っ
て
い
る
。
安

全
対
策
は
、
そ
の
土
地
の
所
有

者
の
責
任
に
お
い
て
実
施
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
近
隣

住
民
、
所
有
地
外
へ
の
危
険
が

認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
所
有
者

へ
の
改
善
を
促
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
質
問

「
震
災
対
策
に
つ
い
て
」

な
け
れ
ば
工
程
を
見
直
す
。

質
問　
地
区
内
に
「
区
画
整
理

課
、
公
社
職
員
の
立
ち
入
り
を

禁
ず
」
の
看
板
。
対
応
は
。　

市
長　
事
業
反
対
の
表
明
で
あ

り
「
立
ち
入
り
を
禁
ず
」
に
は
、

事
前
に
調
査
依
頼
の
通
知
や
電

話
を
し
て
訪
問
す
る
。

質
問　
補
償
説
明
を
受
け
る
か
、

移
転
の
承
諾
、
拒
否
の
決
定
権

は
誰
に
あ
る
か
。

市
長　
権
利
者
そ
れ
ぞ
れ
の
意

思
に
よ
る
と
捉
え
て
い
る
。

質
問　
仮
換
地
指
定
拒
否
へ
の

対
応
と
、
地
権
者
の
権
利
は
ど

う
法
令
に
規
定
さ
れ
て
い
る
か
。

市
長　
指
定
延
期
な
ど
で
対
応
。

不
服
な
ら
「
行
政
不
服
審
査

法
」
な
ど
で
提
訴
で
き
る
。

質
問　
直
接
移
転
も
可
能
と
い

う
。
権
利
者
の
メ
リ
ッ
ト
と
、

こ
れ
ま
で
の
直
接
移
転
数
は
。

市
長　
引
越
し
が
一
度
で
済

み
負
担
軽
減
に
な
る
。
現
在

ま
で
直
接
移
転
は
２
棟
で
あ
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

「
行
政
文
書
に
西
暦

併
記
を
」

《Ｑ》水害、市が発令する警戒レベルの判断基準は
《Ａ》多摩川調布橋観測所の水位が判断基準

梶 正明 議員（新しい風）

《Ｑ》区画整理課、公社職員立ち入り禁ず、への対応は
《Ａ》事前に通知や電話連絡をし、訪問する

山崎 陽一 議員（世論）
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「
圏
域
」構
想
に
つ
い
て

質
問　
安
倍
内
閣
が
進
め
る
圏

域
構
想
を
市
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

市
長　
広
域
連
携
に
取
り
組
む

か
否
か
は
自
治
体
が
地
域
の
実

情
を
踏
ま
え
主
体
的
に
判
断
す

べ
き
で
あ
り
、
国
が
枠
組
み
を

定
め
、
強
制
す
べ
き
で
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。

市
の
財
政
が
厳
し
い
原
因
を

分
析
し
今
後
に
生
か
す
べ
き

質
問　
羽
村
駅
西
口
土
地
区
画

整
理
事
業
が
ハ
ー
ド
事
業
に
着

手
し
た
頃
か
ら
、
市
の
財
政
は

厳
し
く
な
っ
た
と
考
え
る
が
、

規
模
等
を
見
直
す
考
え
は
な
い
か
。

市
長　
第
３
回
変
更
の
事
業
計

画
に
基
づ
き
効
率
的
な
事
業
運

営
に
努
め
着
実
な
進
展
を
図
っ

て
い
く
。

流
れ
る
プ
ー
ル
の再開

に
向
け
て

質
問　
流
れ
る
プ
ー
ル
再
開
に

向
け
、
市
民
の
意
見
を
尊
重
し
、

早
急
に
対
応
す
べ
き
と
考
え
る

が
、対
策
は
ど
う
進
ん
で
い
る
か
。

市
長  

現
在
の
流
れ
る
プ
ー
ル

に
代
わ
る
、
年
間
を
通
し
て
市

民
が
利
用
で
き
、
か
つ
維
持
管

理
コ
ス
ト
の
少
な
い
施
設
や
周

辺
利
用
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

高
齢
者
へ
補
聴
器
の
助
成
を

質
問  

早
期
の
補
聴
器
使
用
の

重
要
性
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

市
長  

早
期
に
補
聴
器
な
ど
を

使
用
し
、
「
聞
こ
え
」
を
維
持

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
認
識

し
て
い
る
。

質
問  

検
査
や
装
着
の
た
め
の

調
整
、
補
聴
器
の
購
入
に
つ
い

質
問　
財
政
基
盤
の
強
化
に
向

け
て
目
標
を
ど
う
定
め
何
を
な

す
べ
き
と
考
え
て
い
る
か
。

市
長　
平
成
28
年
度
、
29
年
度

は
基
金
の
取
り
崩
し
額
が
増
え
、

基
金
残
高
が
大
幅
に
減
少
し
て

い
る
。
当
該
年
度
の
歳
入
で
、

当
該
年
度
の
歳
出
を
賄
え
る
財

政
構
造
を
目
指
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
に
、
行
政
の
ス
リ
ム
化

に
向
け
た
事
務
事
業
の
見
直
し

に
取
組
み
、
歳
出
削
減
を
図
る

と
と
も
に
、
歳
入
の
確
保
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

羽
村
市
少
年
少
女
球
技
大
会
の

中
止
を
ど
う
考
え
る
か

質
問　
雨
天
で
中
止
に
な
っ
た

１
日
分
の
試
合
を
行
え
な
い
か
。

市
長　
日
程
調
整
、
会
場
確
保

の
ほ
か
多
く
の
関
係
者
の
協
力

が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
改

め
て
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
実

施
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え

て
い
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

「
学
期
制
変
更
の
総
括
は
進
ん
だ
か
」

て
、
市
独
自
の
補
助
や
都
の
制

度
を
活
用
し
た
補
助
を
す
べ
き

で
は
。

市
長  

高
齢
者
へ
の
補
聴
器
助

成
事
業
を
行
っ
て
い
る
自
治
体

は
、
区
部
で
８
区
と
把
握
し
て

い
る
。
補
助
事
業
の
実
施
に
つ

い
て
、
他
市
町
村
に
お
け
る
対

応
等
も
参
考
に
研
究
に
努
め
て

い
く
。

高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
税
を

引
き
下
げ
よ
う

質
問　
国
民
健
康
保
険
税
の
高

い
負
担
を
早
く
改
善
す
る
た
め
、

ま
た
、
子
育
て
支
援
の
観
点
か

ら
、
あ
き
る
野
市
の
よ
う
に
独

自
に
18
歳
未
満
の
子
ど
も
の
均

等
割
を
軽
減
す
べ
き
で
は
。

市
長  

多
子
世
帯
に
対
す
る
負

担
軽
減
を
図
る
た
め
、
多
摩
地

域
５
市
で
軽
減
制
度
を
実
施
し

て
い
る
こ
と
は
把
握
し
て
い
る
。

国
レ
ベ
ル
で
取
り
組
む
べ
き
も

の
で
あ
る
の
で
、
国
に
対
し
、

引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
。

《Ｑ》 安倍内閣が進める圏域構想を市長はどう考えるか

《Ｑ》 プール再開に向け、早急に対応すべきでは

《Ａ》 国は枠組みを定め強制すべきではない

《Ａ》 プールに代わる、市民が年間利用できる施設へ検討

7 େձٕٿΘΕͨগ೥গঁߦʹ݄

馳平 耕三 議員（令和かがやき）

浜中 順 議員（日本共産党）

ͱͳͬͨྲྀΕΔϓʔϧࢭٳ
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羽
村
駅
西
口
区
画
整
理

「
新
事
業
計
画
」
を
問
う
２

質
問　

長
期
間
の
「
仮
住
ま

い
」
を
住
民
に
強
い
る
「
中
断

移
転
」
の
棟
数
が
、
５
５
６
棟

か
ら
７
７
２
棟
に
増
え
て
い
る
。

な
ぜ
か
。

市
長　
各
年
度
の
※「
集
団
移
転
」

の
範
囲
を
拡
大
し
、
合
理
的
な

事
業
推
進
を
図
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

質
問　
６
月
議
会
で
「
反
対
者

に
よ
り
計
画
ど
お
り
工
事
が
進

ま
な
い
と
い
う
リ
ス
ク
は
判
断

し
て
い
な
い
」
旨
の
答
弁
が
あ

っ
た
。
こ
う
し
た
余
裕
の
な
い

計
画
で
は
、
予
定
ど
お
り
に
事

業
を
完
了
さ
せ
る
の
は
、
無
理

で
は
な
い
か
。

市
長　
建
物
の
移
転
時
期
や
、

道
路
な
ど
の
整
備
時
期
を
設
定

学
校
のトイ

レ
洋
式
化
を
急
ご
う

　
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
は
、

教
育
環
境
改
善
や
災
害
対
策
の

た
め
に
も
急
ぐ
べ
き
。
現
状
を

問
う
。

質
問　
当
初
計
画
よ
り
遅
れ
て

い
る
、
理
由
は
何
か
。

教
育
長　
財
政
状
況
、
他
施
設

の
改
修
状
況
、
補
助
金
の
動
向

な
ど
を
ふ
ま
え
、
優
先
順
位
を

考
慮
し
な
が
ら
、
毎
年
、
見
直

し
を
し
て
い
る
た
め
、
実
施
時

期
が
変
更
と
な
っ
て
い
る
。

質
問　
現
在
の
洋
式
化
率
と
全

校
が
完
了
す
る
の
は
い
つ
か
。

教
育
長　
平
成
31
年
３
月
末
で
、

小
学
校
48
・
８
％
、
中
学
校

44
・
５
％
で
あ
る
。
最
終
の
羽

村
第
三
中
学
校
の
工
事
完
了
予

し
、
令
和
18
年
度
ま
で
の
事
業

期
間
を
定
め
た
。
一
人
ひ
と
り

の
権
利
者
と
の
合
意
が
は
か
ら

れ
る
か
否
か
な
ど
、
不
確
定
要

素
を
反
映
さ
せ
る
性
質
の
も
の

で
は
な
い
。

ひ
き
こ
も
り
支
援
を

本
格
的
に
す
す
め
よ
う

質
問　
国
の
調
査
結
果
を
羽
村

市
に
当
て
は
め
て
み
る
と
、
ひ

き
こ
も
り
の
人
が
５
０
０
人
い

る
、
と
い
う
計
算
に
な
る
。
こ

れ
ま
で
ど
う
い
っ
た
取
り
組
み

を
進
め
て
き
た
か
。

市
長　
民
生
・
児
童
委
員
向
け

の
研
修
会
、
電
話
・
メ
ー
ル
相

談
や
家
庭
訪
問
に
よ
る
対
応
を

行
う
「
東
京
都
ひ
き
こ
も
り
サ

ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
」
の
周
知
や
、

「
生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
」

に
お
い
て
相
談
に
応
じ
て
き
た
。

質
問　
相
談
窓
口
の
設
置
な
ど
、

対
策
を
本
格
化
さ
せ
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

市
長　
現
在
の
対
応
を
継
続
す
る
。

集
団
移
転
…
あ
る
一
定
の
エ
リ

ア
の
住
宅
を
一
斉
に
取
り
壊

し
、
移
転
先
を
整
備
後
に
再

築
す
る
移
転
方
法
。

定
は
令
和
９
年
度
。

入
札
・
契
約
事
務
の

改
善
と
情
報
公
開
を
問
う

　
契
約
は
一
般
競
争
入
札
が
原

則
だ
が
、
現
状
を
問
う
。

質
問　
一
般
競
争
入
札
が
極
め

て
少
な
い
が
何
故
か
。

市
長　
市
内
事
業
者
の
受
注
機

会
の
確
保
を
図
る
た
め
、
分
離

発
注
を
し
て
い
る
が
、
予
定
価

格
が
基
準
額
未
満
に
な
る
こ
と

が
あ
る
た
め
。

質
問　
平
成
30
年
度
の
※
特
命

随
意
契
約
の
件
数
と
総
額
は
。

市
長　
３
１
９
件
、
11
億
８
４ 

９
１
万
２
９
９
円
で
あ
る
。

質
問　
最
高
額
と
契
約
内
容
は
。

市
長　
１
億
２
２
４
２
万
１
６ 

０
円
で
、
廃
棄
物
処
理
業
務
委

託
で
あ
る
。

質
問　
件
数
、
総
額
を
事
務
報

告
書
に
掲
載
す
べ
き
で
は
。

市
長　
市
全
体
の
特
命
随
意
契

約
の
件
数
等
は
掲
載
し
て
い
な

い
が
、
契
約
担
当
が
取
り
扱
っ

た
案
件
は
掲
載
し
て
い
る
。

特
命
随
意
契
約
…
競
争
入
札
を
原
則
と
す
る

地
方
公
共
団
体
の
契
約
方
法

の
例
外
で
あ
り
、
地
方
自
治

法
施
行
令
で
認
め
ら
れ
た
場
合

の
み
実
施
で
き
る
契
約
方
法

༸ࣜԽ͞ΕͨখֶߍͷτΠϨ

《Ｑ》 西口「新事業計画」は余裕がなく、無理では
《Ａ》 権利者との合意など、不確定要素は反映させない

鈴木 拓也 議員（日本共産党）

《Ｑ》 全校のトイレ洋式化が完了するのはいつか
《Ａ》 最終の羽村三中の工事完了予定は令和９年度

門間 淑子 議員（市民ネットワーク）

ӋଜӺ੢ޱ
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そ
の
後
の

行
財
政
改
革
等
に
つ
い
て

質
問　
行
財
政
改
革
の
実
施
計

画
に
は
、
全
体
に
具
体
的
な
目

標
と
す
る
数
字
や
時
期
等
が
示

さ
れ
て
い
な
い
が
。

市
長　
行
財
政
改
革
の
取
組
み

で
は
、
目
標
数
値
を
掲
げ
る
こ

と
が
困
難
な
取
組
み
も
多
く
あ

る
。
そ
の
た
め
、
実
施
計
画
に

は
具
体
的
な
取
組
内
容
や
実
施

行
程
を
示
す
こ
と
と
し
、
年
度

ご
と
に
、
実
績
等
を
取
り
ま
と

め
る
際
に
は
、
具
体
的
な
数
値

等
に
よ
り
効
果
額
や
成
果
を
分

か
り
や
す
く
示
す
よ
う
努
め
て

い
る
。

質
問　
市
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

の
統
廃
合
に
つ
い
て
検
討
し
た
か
。

市
長　
「
は
む
ら
健
康
の
日
」

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
と

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
つ
い
て

質
問　
今
ま
で
の
準
備
状
況
は

ど
う
か
。

市
長　
取
組
基
本
方
針
に
基
づ

き
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る

ボ
ッ
チ
ャ
を
は
じ
め
と
し
た
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
体
験
な
ど

を
中
心
と
し
た
事
業
、
市
民
体

育
祭
へ
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
招
致
、
広
報

は
む
ら
へ
の
競
技
紹
介
記
事
の

掲
載
な
ど
を
実
施
し
て
き
た
。

質
問　
こ
れ
か
ら
の
計
画
は
。

市
長　
大
会
気
運
醸
成
と
市
民

意
識
高
揚
を
図
る
。
さ
ら
に
、

キ
ル
ギ
ス
共
和
国
男
子
柔
道
ナ

シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
事
前
キ
ャ
ン

プ
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
柔
道

と
「
健
康
フ
ェ
ア
」
を
統
合
す

る
こ
と
に
し
た
。
引
き
続
き
、

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
統
廃
合
も

含
め
て
効
率
化
と
充
実
を
図
る
。

質
問　
「
花
と
水
の
ま
つ
り
」

は
、
実
行
委
員
会
形
式
に
な
っ

た
が
、
変
更
し
た
目
的
は
達
成

で
き
た
か
。

市
長　
実
行
委
員
会
の
各
部
会

の
皆
様
の
創
意
工
夫
に
よ
り
、

「
羽
衣
の
堰
歌
謡
シ
ョ
ー
」
や
、

踊
子
草
公
園
に
設
置
し
た
特
設

ス
テ
ー
ジ
で
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
だ
「
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
」
、

羽
村
市
茶
道
連
盟
の
協
力
に
よ

る
「
野の

点だ
て

」
な
ど
、
新
た
な
形

で
の
催
し
物
を
実
施
し
た
。
実

行
委
員
会
の
皆
様
を
中
心
に
、

こ
う
し
た
特
色
あ
る
各
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
・
運
営
を
行
う
こ
と

が
で
き
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

実
行
委
員
会
形
式
に
変
更
し
た

目
的
を
達
成
で
き
た
も
の
と
捉

え
て
い
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

「
羽
村
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
計
画

の
説
明
は
分
か
り
や
す
く
」

「
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改

革
に
つ
い
て　

そ
の
２
」

競
技
当
日
の
応
援
ツ
ア
ー
も
計

画
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

市
長　
令
和
２
年
以
降
は
、
こ

れ
ま
で
の
交
流
実
績
を
踏
ま
え
、

都
市
間
交
流
な
ど
の
国
際
交
流

を
見
据
え
つ
つ
交
流
を
図
る
。

質
問　
児
童
生
徒
の
観
戦
に
つ

い
て
は
。

教
育
長　
東
京
都
教
育
委
員
会

は
、
都
内
の
全
公
立
学
校
等
に

観
戦
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
羽
村
市
に
は
、
小

中
学
校
毎
の
日
時
や
会
場
、
競

技
種
目
に
つ
い
て
暫
定
の
通
知

が
あ
っ
た
。
令
和
２
年
７
月
に

チ
ケ
ッ
ト
が
届
く
予
定
で
あ
る
。

質
問　
有
形
無
形
の
レ
ガ
シ
ー

に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

市
長　
「
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
」

「
人
材
育
成
」
「
国
際
化
へ
の

対
応
」
を
柱
と
し
て
、
羽
村
市

独
自
の
次
世
代
に
誇
れ
る
レ
ガ

シ
ー
創
出
に
取
り
組
む
。

《Ｑ》 様々なイベントの統廃合について検討したか

《Ｑ》 児童生徒のオリンピック・パラリンピック観戦は

《Ａ》 健康の日と健康フェアは統合する。今後も検討する

《Ａ》 羽村市内全児童生徒に観戦機会がある

水野 義裕 議員（令和かがやき）

濱中 俊男 議員（令和かがやき）

਌ળίϯαʔτ޷ΘΕͨ༑ߦʹ݄̔
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８月
２日 東京都市議会議長会理事会・定例総会
６日 三多摩上下水及び道路建設促進協議会第３委員会
６日 行政視察受入れ（山口県岩国市議会）
26日 羽村市議会タウンミーティング第１回実行委員会
   令和元年第７回議会運営委員会

９月
３日 令和元年第４回羽村市議会（定例会）初日
４日 令和元年第４回羽村市議会（定例会）２日目
５日 羽村市議会タウンミーティング第２回実行委員会
６日 令和元年第４回羽村市議会（定例会）３日目
９日 一般会計等予算審査特別委員会（補正予算）
10日 令和元年第４回羽村市議会（定例会）４日目
   令和元年第７回広報委員会
11日 令和元年第４回経済委員会
   令和元年第４回総務委員会
12日 令和元年第６回厚生委員会
17日〜19日　
  平成30年度一般会計等決算審査特別委員会
24日 令和元年第８回議会運営委員会
   令和元年第３回羽村市多摩都市モノレール建

設促進及び公共交通対策特別委員会
25日 令和元年第８回広報委員会
26日 羽村市議会タウンミーティング第3回実行委員会
27日 令和元年第４回羽村市議会（定例会）最終日
   令和元年第3回羽村市基地対策特別委員会
30日 総務委員会行政視察（岐阜県山県市）

 10月 
１日〜２日　
  総務委員会行政視察（愛知県豊田市・新城市）
３日 行政視察受入れ（茨城県水戸市議会）
７日 経済委員会行政視察（日野自動車株式会社）
   西多摩地区議長会議員研修会（奥多摩町）
  西多摩地区議長会定例会議
10日 行政視察受入れ（北海道北広島市議会）
11日 令和元年第９回広報委員会
   羽村私立保育園協議会と厚生委員会委員との

懇談会
15日 第30回東京都道路整備事業推進大会
17日 関東市議会議長会第１回理事会
17日〜18日
  厚生委員会行政視察（愛知県大府市・東海市）
24日 羽村市議会タウンミーティング第4回実行委員会
  羽村市議会議員と北杜市議会議員との交流会
25日 行政視察受入れ（三重県四日市市議会）
   令和元年第１回青梅、羽村地区工業用水道企

業団議会議員研修及び施設見学
28日 羽村市多摩都市モノレール建設促進及び公共

交通対策特別委員会視察（瑞穂町）   
令和元年度第28回首都圏中央連絡自動車道
建設促進会議総会

29日 2019年第２回東京たま循環組合議会（定例会）
30日〜31日
   第14回全国市議会議長会研究フォーラム

令和元年８月１日〜10月31日の主な活動

市議会議員は、定例会や臨時会のほかにも、各々が所属する委員会や一部事務組合等に
関係する会議や視察、研修などにも出席しています。

市
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
ぎ
か
い
の
ト
ビ
ラ
に
関
す
る

　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す

　
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
参
考
に
、
よ

り
良
い
議
会
だ
よ
り
に
す
る
た
め
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す
。
期

間
中
、
各
議
員
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト

の
配
布
と
公
共
施
設
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
設
置
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
実
施
期
間
】　
11
月
１
日
〜
30
日

■
羽
村
市
議
会
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
「
み
ん
な
で
考
え
よ
う
！
は
む
ら

の
魅
力
」
を
行
い
ま
す

【
日
　
時
】　  

令
和
２
年
２
月
１
日
㈯

午
後
２
時
〜
４
時

【
会
　
場
】　
ゆ
と
ろ
ぎ
講
座
室
１

【
対
　
象
】　  

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

【
定
　
員
】　
50
人

【
内
　
容
】　  

議
会
か
ら
の
報
告
／
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク

※ 

お
子
さ
ま
連
れ
で
の
参
加
も
可
能

で
す
。

【
主
　
催
】　
羽
村
市
議
会

【
問
合
せ
】　  

議
会
事
務
局（
内
線
４ 

１
２
）
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「ぎかいのトビラ」は
再生紙を使用しています。

発行／羽村市議会　編集／広報委員会
　〒205−8601　東京都羽村市緑ヶ丘5−2−1　Fax 042（555）0889

Tel 042（555）1111（内線412〜414、416）

　■陳情〆…請願・陳情の12月定例会審議予定分の締切
　■議　運…議会運営委員会
　■常任委…常任委員会（総務、経済、厚生）
　■予特（補正）…一般会計等予算審査特別委員会
※会議の予定は変更になる場合があります。
　詳細は議会事務局までお問合せください。

　
こ
の
秋
に
は
、
超
大
型
台
風
の
襲
来
に
よ

り
、
全
国
的
に
大
き
な
被
害
が
生
じ
ま
し
た
。

　

羽
村
市
内
で
も
、
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
市
民
の
方
々
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ま
、
ご
健
勝
で
お
過
ご
し
で
す
か
。

　

さ
て
、
議
会
だ
よ
り
１
２
７
号
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
。
こ
の
広
報
紙
は
、
９
月
定
例
会

で
審
議
し
た
平
成
30
年
度
決
算
の
内
容
を
公

表
し
、
市
民
生
活
に
直
結
す
る
様
々
な
施
策

や
事
業
に
つ
い
て
お
伝
え
す
る
と
同
時
に
、
議

会
の
説
明
責
任
を
果
た
す
と
い
う
２
つ
の
大
切

な
使
命
を
担
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
議
員
各
々

の
立
場
や
主
張
を
明
確
に
伝
え
る
為
に「
わ
か

り
や
す
い
」「
読
み
や
す
い
」「
親
し
み
や
す
い
」

議
会
だ
よ
り
の
編
集
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

（
印　
南
）

【
広
報
委
員
会
委
員
】

　
中
嶋　
勝（
委
員
長
）

　
印
南　
修
太（
副
委
員
長
）

　
秋
山　
義
徳	

梶　
正
明

　
浜
中　
順	

富
永　
訓
正

　
大
塚　
あ
か
ね	

濱
中　
俊
男

編 集 後 記

議会を見よう！知ろう！
～次の定例会は12月～

羽村市公式サイト
 http://www.city.hamura.tokyo.jp/

しぎかいカレンダー
●12月定例会の予定●

本会議でどんなことがどのように話し合われて
いるのか、様々な手段で知ることができます。
皆さんの暮らしに直結していることばかりで
す。ぜひご覧ください。

	 日	 月	 火	 水	 木	 金	 土

	 	 	 	 11/21	22	 23	

24	 25	 26	 27	 28	 29	 30	

12/1	 2	 3	 4	 5	 6	 7	

8	 9	 10	 11	 12	 13	 14	

15	 16	 17	 18	 19	 20	 21	

22	 23	 24	 25	 26	 27	 28	

29	 30	 31

陳情〆

本会議 本会議 本会議

予特
（補正） 常任委 常任委

本会議

本会議

議運

議場で傍聴　ーライブで ！

ケーブルテレビで生中継

会議録で読む

インターネットで録画中継

当日、直接議場へおいでください。

TCN多摩ケーブルネットワークで、本会議
の様子を生中継でご覧になれます。放送日
は横のカレンダーをご参照ください。

議会終了後２か月程度で会議録ができあが
ります。冊子または、羽村市公式ウェブサ
イトから見ることができます。

開催日の３日後から、インターネットで録画
中継を見ることができます。

1

2

4
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